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V232b 太陽像によるシーイング観測の季節変化調査
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我々はこれまで太陽光球縁を用いてシーイングを導出する 2つの手法を開発してきた。一つは大気擾乱により
像がゆがめられ太陽光球の縁に凹凸が生じる。この凹凸のサイズを測定し、シーイングの評価とした。もう一方
は大気擾乱による屈折率の変化が収差を生じさせる。この収差の測定は、周縁減光のモデルとガウス関数のコン
ボリューションで再現し、観測された像と比較することで評価した。京都大学飛騨天文台 SMART望遠鏡の Hα
線像+3.5Åを用いた測定では、前者は観測者の感覚に近いシーイングの時間変化を示す。後者も前者と良い相関
関係を示した。
より正しい評価を行うためにシンチレーションモニターとの同時観測、およびスペックルマスキング法による

シーイングサイズとの比較を行った。その結果、両者とも我々の手法と正の相関関係を示した。この結果から我々
の手法の正当性を示すことができた。本稿では国立天文台三鷹キャンパスの太陽フレア望遠鏡で観測された太陽
光球像 (Hα線像+3.5Å)に我々の方法を施し、季節変化を調査した結果を報告する。


